
甲賀市の
大切な

自然自然自然
 今回からパートⅡとして、

甲賀市内の大切な自然が存在する
地域について紹介します 岩尾池と周辺

●第1回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

１日㈪、９日㈫、15日㈪、
22日㈪、29日㈪

10月の
休園日

　甲南町の南西に岩尾山があり、その南側には岩尾池・大沢池の
２つの大きなため池があります。周辺には、池や湿地・雑木林・
草地など多くの環境があり、市内や県内でこの地域に限られる動
植物がいくつも知られます。
　植物では、草地に貴重な草花が多く、春にハルリンドウ、秋に
キキョウ、オミナエシ、ヒキヨモギ、スズサイコなどが見られます。
休耕田や湿地にも目立たない貴重な植物があります。池の端の、
杉谷の地名の由来となった「一本杉」も見所です。
　動物では、湿地周辺にモリアオガエルなど希少な両生類がすみ、
オオサンショウウオもいるようです。また、野鳥が豊富で、サシ
バなどのタカ類、オオルリ、オシドリの繁殖期の記録があります。
岩尾山（標高471m）に針葉樹のツガ林があるためか、深山にす
むヒガラやオオアカゲラも年中見られます。
　池の周囲を歩くコースはなだらかで心地よい景色が続き、四季

を通じて自然観察やハイ
キングに最適です。大規
模な整備は止め、池と湿
地の保護を行いつつ、草
刈りなど里山の自然に合
わせた管理を続けること
で、大切に保全したい地
域です。

　　　　　　　　　ふくい よしろう

mオミナエシの花　福井芳郎氏 撮影

m岩尾池の畔に立つ「一本杉」
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